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第 3 章では Ni 表面に分子状吸着した CO 及び NO から脱離する酸素イオンについて調べ 脱離機構と吸着状態の
違いが脱離した酸素イオンの運動エネルギ一分布の違いに反映されていることを示しているO また分子軌道計算法に
よる計算機実験との比較も行い脱離過程に関わるポテンシャル曲線について調べているO
第 4 章では Ti 清浄表面の酸素吸着による初期酸化過程を脱離酸素イオンの運動エネルギ一分布の測定により調べ，
解離の前駆的な分子状吸着状態があることを示唆すると共に吸着構造の違いが脱離イオンの運動エネルギ一分布に反
映されていることを示しているO












離観測装置 (TOF-ESD) を開発試作している O






(4) Ni (110) 清浄表面からTOF-ESDにより観測される水素イオンについて調べ，これが残留ガス吸着による
ものではなく，サブサーフェスから偏析したものであることを示し，表面層に存在する水素の研究に対する有用性
も示している。
以上のように，本論文では，電子励起脱離法によるガス吸着表面の研究のために飛行時間型電子励起脱離観測装置
を開発試作し，ガス吸着した金属表面の研究に応用することにより吸着構造や脱離機構について新たな知見を得てお
り，その成果は応用物理学，特に表面物性工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あ
るものと認める O
-382-
